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【用途別】 （ ）（ fl）

（ ）（ fl）

（ ）（ fl）

［危険物］

【区分】

【貯蔵量又は処理量】

【外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離】

（第四面）

２．建築等の経過

年 月 日 概要（ ）

年 月 日 概要（ ）

年 月 日 概要（ ）

年 月 日 概要（ ）

（注意）

新築、増築、改築、修繕又は模様替（以下「建築等」という。）について、古いものから順に記入し、

確認（建築基準法第６条第１項に規定する確認をいう。以下同じ。）を受けている場合は建築確認済証

交付年月日を、受けていない場合は建築等が完了した年月日を、併せて記入し、それぞれ建築等の概

要を記入して下さい。

（第五面）

３．耐震診断の実施者に関する事項

［氏名のフリガナ］

［氏名］

［郵便番号］

［住所］

［電話番号］

［建築士の場合］

【資格】 （ ）建築士 （ ）登録第 号

【勤務先】 （ ）建築士事務所 （ ）知事登録第 号

【勤務先の所在地】

【登録資格者講習の種類】

【講習実施機関名】

【証明書番号】 第 号

【講習修了年月日】 年 月 日

［国土交通大臣が定める者の場合］

【勤務先】

【勤務先の所在地】

（注意）

１．［建築士の場合］の欄の【登録資格者講習の種類】、【講習実施機関名】、【証明書番号】及び【講習

修了年月日】については、建築士が受講した登録資格者講習に係る内容を記載して下さい。

２．［国土交通大臣が定める者の場合］に該当する者は、国土交通大臣が定める者であることを証す

る事項を別紙に記載して添えて下さい。
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（第三面）

（注意）

１．［階別用途別床面積］の欄の【階別用途別】は、建築物の耐震改修の促進に関する法律施行令（以

下「令」という。）第８条第１項各号に掲げる建築物の用途に供する部分について、最上階から順に

記入し、当該用途に供する部分の床面積を記入して下さい。該当する用途が複数あるときは、それ

らを全て記入して下さい。

２．［階別用途別床面積］の欄の【用途別】は、【階別用途別】の用途ごとに床面積の合計を記入して

下さい。

３．［危険物］の欄の【区分】は、令第７条第２項各号に掲げる危険物の区分のうち、該当するもの

を記入して下さい。該当する区分が複数あるときは、それらを全て記入して下さい。

４．［危険物］の欄の【貯蔵量又は処理量】は、【区分】に記入した危険物の区分ごとに、その貯蔵量

又は処理量を記入して下さい。

５．［危険物］の欄の【外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離】は、消防法第２条

第７項に規定する危険物、可燃性固体類、可燃性液体類又はマッチの貯蔵場又は処理場であって、

川、海その他これらに類するものに接するものにあっては、外壁又はこれに代わる柱の面から川、

海その他これらに類するものの反対側の境界線までの距離を記入して下さい。
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